




目的 

かつてサラセミア(以下 Th と略)はわが国ではほとんど皆無であろうといわれたことがあ

ったが,予想外に多く,正確に診断されないことによる無用な鉄療法の弊害が憂慮される。

本報告は西日本における頻度の概値を推測し,とくに問題になる中間型サラセミア

Thinter-media を中心に実態を報告し,治療対策について述べる。 


